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花山だより（一刀）
　｝濁へ御出張中だつたlll本先生は，腕航の船が遮れた妬めユ934角㌶2月31目
23時57分に御飾毛になったdi．正に3．XJ　11il，］の三二を回して二三迫川三年末に蹄
られた事になる．そして弓．瓶き元旦，二日と先生は山へ來られる御精勤振り
である．正月の休みで壷員の多敏は休版をとったが，柴田先生は休暇をとら
れ『歩御精勤．小山先生は新星観測のため体穀田も夜闇は山へ來られる．又た
公文，慈井，是澤の諸氏も暮から．正月にかけて，「1守番として山に残られた．
　憂長保冨の18糎三物プリズムが／8輝赤道儀1こ取付けられ，今月始めから新
しの立派な分光爲眞が，柴田先生に依って毎ヰ噸汐撮影せられてるる．．叉た小
山先生も新星の攣光駄態を三三撮影されてるるが，同星の旧版呈が近くに適
當なのがない爲め，大いに苦心され，同一一乾板に暴寓時闇を倍づNにした新
星と，他の姑を同檬にして馴した㌦当象とから光度を求める方法を探測されて
るる．倫ほ此の方法は禰岡縣の裕水氏にも，同先生から教へられ，撮影を下
階せられたので，清水氏からも此の最も有敷な押測方法に依る爲眞が，小山
先生の所へ途られつSある．
　12　Hは榊戸六甲星見口開棄式参列の序もあ1），途中尺阪見物をしやうと，朝9時京
都登にてill本，柴田，矛11葉，池．1｝』高城の五聖は先つた阪城を目物．城内陳列の存幕
時代の望遠鏡等価學午後よリノ阪朝日新「明祠1を見県，スビ1ド叩刷に警敷する・此
庭にて…先づ臼由解散，二戸2Y見毫開旧式への参列．者は由本先生夫妻，柴川，小IJi，
七二の諸氏・
　19卜；は月食があるので微光星掩取観測に，公：文，高城三三は祠1戸星見藁へ
出張，花山では山本弓長を始め縮がかりで観測．新聞i；L者，爲斤班彗20石許
り押寄せて大攣な騒ぎであった．雲に憐まされはしたが大志無事に11晃測．
　28日には東北帝大の田中館先生來雪i，幻燈使用で）」〈　［J．1や♪J（河に就いて講演
せられ，終って一同を三モ四二に招待された．此虚でも御持滲の幻謄機械でパ
ナマや南米の族行談をせられ．，22時α）列二1’：で二三へ出獲さオtた．
　祈城先生が今度．ヒ三目烈科學研究月了の長として赴任せられるに就き，三三
含を30日夕三島亭に扇く，出席者25名の盛’，であった．．鰍求EJ・i浮彦氏は2ケ年8
ケ刀の長V・闇花山に暮し，主として太陽や氣象の槻側に從事してゐられたが
今度御家庭の都合で齢郷される事になり31日花山を去られた．（星見由人）
